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皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。
日
頃

は
陵
水
会
活
動
に
対
し
て
格
別
な
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

従
来
は
新
年
と
夏
季
に
「
名
古
屋

陵
水
」
の
会
報
を
皆
様
の
お
手
元
に

お
届
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
か

ら
新
年
号
を
名
古
屋
支
部
総
会
の
ご

案
内
を
兼
ね
て
ご
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
た
め
、
ご
挨
拶
が
遅
れ
大
変

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
我
々
の
母
校
滋
賀
大
学
が

国
立
大
学
法
人
化
し
て
か
ら
４
年
を

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
大
学
が
取
組
ん
で
き
ま
し
た
経
営

努
力
が
、
経
済
学
部
（
定
員
５
百
名
）

の　

年
の
志
願
者
数
３
千
名
突
破
と

０８
い
う
形
で
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、Ｓ

Ｉ
Ｆ
Ｅ

滋
賀
大
学
代

表
が
全
国
大
会
で
優
勝
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
大
会
に
出
場
す
る
と
共
に
、
関
口

雄
大
君
が
育
成
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
横

浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
指
名
さ
れ
る
な

ど
我
々
の
後
輩
は
文
武
両
道
で
成
果

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
先
輩
と
し
て

大
変
嬉
し
く
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
急
ピ
ッ
チ
に
進
ん

で
い
ま
す
少
子
化
に
よ
り
大
学
の
淘

汰
が
始
ま
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
陵
水
会
は
滋
賀
大

学
経
済
学
部
を
よ
り
魅
力
的
な
も
の

に
す
る
た
め
に
「
大
学
と
産
業
界
の

架
け
橋
を
担
う
陵
水
会
」
に
ふ
さ
わ

し
い
支
援
を
行
う
た
め
に
Ｏ
Ｂ
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
数
々
の
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
産
業

界
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
講
義

す
る
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
論
」
を
開
講
し
、
昨
年
は
名
古
屋

支
部
の
大
８
回
の
吉
田
前
支
部
長
、

大　

回
の
簗
瀬
名
古
屋
銀
行
頭
取
に

１７
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
学
生
に
感
動

を
与
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
陵
水
懇

話
会
に
よ
る
就
職
相
談
、
陵
水
会
計

人
会
に
よ
る
公
認
会
計
士
・
税
理
士

の
説
明
会
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
大
学
教
育
支
援
基
金
へ
の 

　
　
　

ご
支
援
ご
協
力
の
お
願
い

　

特
に
、
滋
賀
大
学
の
財
務
基
盤
を

強
化
す
る
一
助
に
す
る
た
め
に
基
金

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
経
済

学
部
関
係
で
２
、
５
８
０
万
円
と
目

標
の
７
、
０
０
０
万
円
を
大
幅
に
下

回
っ
て
い
る
上
、
特
に
名
古
屋
支
部

が
低
調
で
す
。
皆
様
の
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

　

今
後
と
も
陵
水
会
は
、
滋
賀
大
学

を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
名
古
屋
支
部

の
皆
様
の
ご
協
力
重
ね
て
お
願
い
す

る
と
共
に
、
本
年
度
の
当
番
幹
事
の

皆
さ
ん
が
新
し
い
企
画
で
準
備
し
て

お
り
ま
す
名
古
屋
支
部
総
会
に
お
誘

い
合
わ
せ
て
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

http://www.biwako.shiga

‐u.ac.jp/ryosui
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功
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成
功
さ
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よ
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平
成
平
成
２０
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支
部
総
会

年
支
部
総
会
を 

　
　
　
　

　
　
　
　成
功
さ

成
功
さ
せ
よ
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！ 

平
成
２０
年
支
部
総
会
を 

　
　
　
　成
功
さ
せ
よ
う 

！ 

※
年
会
費（
5
、0
0
0
円
）に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。（
同
封
振
込
用
紙
に
て
）

2008年陵水会名古屋支部総会 

平成20年6月21日（土） 
午後4時より　名鉄グランドホテル 

総 会 予 告  総 会 予 告  

（
陵
水
会
本
部 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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私
た
ち
は
、
開
催
日
を
思
い
切
っ
て
変
え
て
み
ま
し
た
。

　

６
月　

日
（
土
曜
日
）

２１

　
　
　

午
後
４
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　

・
仕
事
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
参
加
で
き
ま
す
。

　

・
で
す
か
ら
、
若
い
人
た
ち
も
参
加
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

・
勿
論
、
女
性
参
加
の
既
婚
者
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

　

・
さ
ら
に
、
ゼ
ミ
仲
間
、
ク
ラ
ブ
仲
間
と
誘
い
合
っ
て
、

二
次
会
も
開
催
で
き
ま
す
。

　

懇
親
会
を
工
夫
し
ま
し
た
。

　
　

―
彦
根
に
焦
点
を
当
て
た
企
画
で
す
―

　

・「
彦
根
検
定
」
ゲ
ー
ム

　
　

彦
根
城
築
城
４
０
０
年
を
ヒ・
モ・
解
き
ま
す
。

　
　

果
し
て
、
世
界
遺
産
に
登
録
な
る
か
？

　

・
現
役
・
滋
賀
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト

　
　

ラ
部
が
生
演
奏
い
た
し
ま
す
。

　

・
司
会
は
、
皆
さ
ん
お
馴
染
み
の

　
　

金
澤
清
美
さ
ん（
大　

回
）で
す
。

４３
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今
回
は
ス
ミ
ス
記
念
堂
の
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
ス
ミ
ス
記
念
堂
」
は
昭
和
６
年
、

日
本
聖
公
会
彦
根
聖
愛
教
会
の
牧
師

で
彦
根
高
商
の
英
語
教
師
で
も
あ
っ

た
パ
ー
シ
ー
・
ア
ル
メ
リ
ン
・
ス
ミ

ス
氏
が
大
工
宮
川
庄
助
氏
と
協
力
し

て
城
町
の
堀
端
に
建
設
し
た
和
風
の

寺
院
建
築
の
西
洋
の
礼
拝
堂
で
、
総

ヒ
ノ
キ
造
り
。
花
頭
窓
（
か
と
う
ま

ど
）
や
唐
破
風
（
か
ら
は
ふ
）

な
ど
は
彦
根
城
の
形
状
を
取

り
入
れ
、
瓦
や
扉
に
は
ブ
ド
ウ

や
十
字
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教

ゆ
か
り
の
文
様
が
施
さ
れ
た

和
洋
折
衷
の
文
化
財
的
価
値

の
高
い
も
の
で
す
。

　

平
成
８
年
の
道
路
拡
幅
工

事
で
解
体
後
、
市
民
や
滋
賀
大

関
係
者
た
ち
で
つ
く
る
ス
ミ

ス
会
議
が
建
物
を
譲
り
受
け
、

昨
年
３
月　

日
に
竣
工
式
が

２５

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
到
る
ま
で
に
は
経

済
学
部
の
筒
井
正
夫
教
授
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ミ
ス
会
議
前
理

事
長
）
と
森
将
豪
教
授
（
ス
ミ

ス
会
議
現
理
事
長
）
の　

年
余
に
わ

１０

た
る
地
道
な
活
動
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
す
。

　

私
も
彦
根
に
滞
在
中
に
滋
賀
大
学

の
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
に
参

加
し
た
り
、
筒
井
教
授
か
ら
直
接
ご

苦
労
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
４
千
万
円
位
か
か
る
と
い
わ
れ

た
再
建
費
用
を
集
め
る
の
が
特
に
難

航
し
て
い
た
の
で
す
が
絶
対
に
再
建

す
る
の
だ
と
い
う
筒
井
教
授
の
熱
き

思
い
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
中
に
は
学
生
時
代
に
ス

ミ
ス
記
念
堂
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
方

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
再
建
さ
れ

た
も
の
も
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。

幸
い
昨
年
９
月　

日
ス
ミ
ス
記
念
堂

２５

が
登
録
有
形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
の
正
門
を
出
て
右
側
へ
行
き
お

堀
に
沿
っ
て
京
橋
方
面
に
向
か
え
ば

す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
の
で
彦
根
へ

行
か
れ
る
機
会
に
訪
問
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

彦根だより　　吉野祐次郎（大１３）　記

代
表
幹
事

山
口
薫（
大　

）
２１

キリスト教ゆかりの模様

スミス記念堂

大人気のキャラクター“ひこにゃん” 

〔ひこにゃん 彦根市承認Ｎｏ.３８９〕井伊直弼と開国１５０年祭 
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陵
水
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
と
い
う

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？
滋
賀

大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

Ｏ
Ｂ
有
志
に
よ
っ
て
、

平
成　

年
か
ら
活
動
を

１６

開
始
し
ま
し
た
。「
再
び

懐
か
し
い
彦
根
で
共
に

音
楽
を
」
と
の
呼
び
か

け
に
よ
っ
て
、
卒
業
後

も
音
楽
を
続
け
て
い
る

人
だ
け
で
な
く
、

久
し
ぶ
り
に
楽

器
に
触
る
人
、
楽

器
の
演
奏
以
外
で
の
サ
ポ
ー

ト
に
ま
わ
る
人
、
全
国
に
散
ら

ば
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
顔

ぶ
れ
の
滋
賀
大
オ
ケ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
仲
間
た
ち
が
集
ま
り
、
平

成　

年
９
月
に
フ
ァ
ー
ス
ト

１７
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
そ
し
て
平
成

　

年
２
月
に
セ
カ
ン
ド
コ
ン

１９サ
ー
ト
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

滋
賀
大
オ
ケ
は
昨
年
、
第　

回
定

２４

期
演
奏
会
を
迎
え
、
ま
た
、�
天
覧
演

奏
�
を
務
め
る
機
会
を
い
た
だ
く
な

ど
、
昭
和　

年
の
創
部
以
来
、
彦
根

５６

の
皆
様
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
毎
年
の
様
々
な
問
題
を

創
造
的
に
乗
り
越
え
て
き
た
楽
し
い

思
い
出
を
心
に
秘
め
な
が
ら
、Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
有
志
は
現
在
、
３
度
目
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
向
け
活
動
中
で
す
。
ソ
リ

ス
ト
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
北
村
源
三

氏
を
お
迎
え
し
、
新
た
な
試
み
に
も

挑
み
ま
す
。
思
い
出
の
地
「
彦
根
」

で
の
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

滋
賀
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
が
贈
る
３
度
目
の
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】
平
成　

年
９
月　

日
�
午

２０

１４

後
２
時
開
演

【
会
場
】
ひ
こ
ね
市
民
プ
ラ
ザ
グ
ラ

ン
ド
ホ
ー
ル

【
曲
目
】『
謝
肉
祭
』

序
曲
（
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
）、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
協
奏
曲
変

ホ
長
調
（
ハ
イ
ド

ン
）、
交
響
曲
第
２

番
ニ
長
調
（
シ
ベ
リ

ウ
ス
）

【
入
場
料
】
無
料　

http://ryousuiphil.
fc2w

eb.com
/

滋
賀
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第　

回
定

２５

期
演
奏
会

【
日
時
】
平
成　

年　

月　

日
�
�

２０

１１

２４

午
後
２
時
開
演

【
会
場
】
ひ
こ
ね
市
プ
ラ
ザ
グ
ラ
ン

ド
ホ
ー
ル

【
曲
目
】
未
定

【
入
場
料
】
前
売
り（
一
般
）
５
０
０
円

　
http://w

hss.biz/̃orchestra/
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

横
井
隆
幸（
大　

）　

記

３３

 
石
橋
政
雄（
大
6
）

灯
台
を
仰
ぐ
磯
陰
ア
ロ
エ
咲
く

一
月
末
に
志
摩
安
乗
埼
へ
吟
行
の
際

ア
ロ
エ
の
花
を
見
つ
け
た
。

 
伊
與
正
道（
大
6
）

鯛
焼
の
温
し
番
場
の 
宿 
は
ず
れ

し
ゅ
く

�
瞼
の
母
�
の
忠
太
郎
を
少
し
で
も

イ
メ
ー
ジ
頂
け
れ
ば
有
り
難
い
。　

 
河
村
實
鏤（
大
7
）

春
光
に
鈴
鴨
群
れ
て
浮
寝
か
な

名
古
屋
市
の
藤
前
干
潟
に
何
千
と
群

れ
る
鳥
は「
鈴
鴨
」と
教
え
ら
れ
る
。

 
木
村
芳
夫（
大
7
）

八
朔
の
香
に
戯
れ
り
尉
鶲

近
く
の
農
園
に
は
八
朔
が
今
や
盛
り
。

そ
の
高
き
香
に
ひ
た
き
は
遊
ぶ
。

 
久
保　

昭（
大
6
）

信
濃
路
を
淡
紅
覆
ふ
花
杏

長
野
県
更
埴
地
方
の
里
山
に
杏
の
花

が
満
開
に
咲
い
て
い
る
景
色
。

 
倉
坪
和
久（
大　

）
13

降
る
雪
に
音
あ
り
け
り
飛　

の
宿

わ
が
故
郷
の
冬
は
厳
し
い
が
、
静
か

で
ど
こ
か
穏
や
か
な
夜
も
待
つ
。

 
斎
藤
武
士（
短
2
）

春
の
雪
半
日
程
の
命
か
な

二
月
六
日
朝
方
に
降
っ
た
雪
は
昼
頃

に
は
き
れ
い
に
消
へ
て
い
き
ま
し
た
。

 
柴　

宗
平（
大
5
）

年
毎
の
老
の
証
や
花
疲
れ

何
時
も
決
ま
っ
た
花
の
コ
ー
ス
で
も

疲
れ
は
早
く
来
る
様
に
な
っ
た
。

 
南
野
輝
久（
大
5
）

寒
稽
古
乙
女
の
剣
や
匂
ひ
立
ち

礼
に
始
ま
り
礼
に
了
る
居
合
道
。
孫

娘
が
神
妙
に
修
練
を
始
め
た

　

時
間
は
あ
る
が
束
縛
は
嫌
、
口
は

出
す
が
金
は
出
さ
ぬ
。
今
更
勉
強
は

嫌
だ
が
呆
け
て
は
困
る
。
そ
う
い
っ

た
方
俳
句
を
始
め
ら
れ
て
は
如
何
？

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
５
６
５
‐
３
５
‐
２
７
２
７

 
自
句
自
解 

陵
水
陽
春
俳
壇

社長　橋本　　（大31回営）　総務部 課長代理　高橋和孝（大44回営） 
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愛知中央SR経営労務センター理事 

滋
賀
大
学
教
育
研
究
支
援
基
金

　
　
　
　

ご
協
力
の
お
願
い
�

生
き
残
り
を
か
け
て　

経
営
努
力
を
続
け
る「
滋
賀
大
学
」を

陵
水
会
と
し
て
全
力
を
上
げ
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す

主
要
支
部
の
状
況（　

・
３
／　

現
在
）

０８

１９

東
京
を
除
い
て
、
大
支
部
ほ
ど
低
調
で

す
。
一
層
の
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
部
だ
よ
り

　

昨
年
、
名
古
屋
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
運
営
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
彦
根
や
大
学
に
関
係
す
る
話
題

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
驚
き
な
が

ら
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
昨
年
、
彦
根
城
築
城
４
０

０
年
祭
が
あ
っ
た
こ
と
は
ご
存
じ
か

と
思
い
ま
す
が
、
大
学
が
築
城
４
０

０
年
祭
と
連
動
し
た
企
画
『
士
魂
商

才
館
』
や
、
学
生
さ
ん
の
活
躍
『SI

FE
JA
PA
N

国
内
大
会
優
勝
』『
天
覧

演
奏
』『
プ
ロ
野
球
選
手
誕
生
』『
女

子
剣
道
部
全
国
大
会
出
場
』、彦
根
の

話
題
と
し
て
『
ス
ミ
ス
記
念
堂
（
登

録
有
形
文
化
財
）』『
彦
根
の
辻
番
所
』

『
湖
東
焼
』
等
々
、
話
題
が
目
白
押

し
で
し
た
。

　

機
関
紙
『
名
古
屋
陵
水
』
と
連
動

し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
の
様
子
を

ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
度
、
名
古
屋
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

横
井
隆
幸
（
大　

）
３３

陵
水
亭
繁
盛
記

　

久
し
ぶ
り
に
陵
水
亭
に
出
掛
け
ま

し
た
。
入
口
に
は
、
亭
主
の
今
井
田

さ
ん
（
大　

回
）
が
居
座
り
忙
し
く

２２

お
客
様
の
相
手
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
宵
の
席
は
、
は
じ
め

て
の
個
室
で
他
の
客
に
気

兼
ね
す
る
こ
と
な
く
、
大

声
を
上
げ
て
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
若
い
メ
ン

バ
ー
が
二
人
参
加
さ
れ
て
、

今
宵
の
最
大
の
話
題
提
供

者
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
人
の
陵
水
亭
向
け

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
話
題
を
紹

介
し
ま
す
。

　

鈴
木
俊
彦
さ
ん
（
大　

）
３３

　

陵
水
亭
で
話
題
に
あ
が
っ
た
映
画

「
青
い
山
脈
（
吉
永
小
百
合
出
演
）」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
お
持
ち
し
た
と
こ
ろ
、

映
画
に
出
演
さ
れ
た
先
輩
か
ら
当
時

の
様
子
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

諸
先
輩
方
の
話
を
聴
け
る
機
会
で
あ

る
陵
水
亭
へ
は
今
後
も
時
間
の
許
す

限
り
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

齊
藤
正
和
さ
ん
（
大　

）
４６

　

陵
水
亭
、
そ
こ
は
私
の
様
な
世
代

に
は
全
く
縁
の
な
い
所
と
気
に
も
留

め
な
か
っ
た
。
あ
る
時
ひ
ょ
ん
な

き
っ
か
け
で
参
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

温
か
い
、
こ
の
言
葉
が
何
よ
り
当
て

は
ま
る
。
百
戦
錬

磨
の
大
先
輩
の
温

か
さ
。
滋
賀
大
卒

だ
け
で
包
み
込
ん

で
頂
け
る
、
そ
ん

な
所
を
見
つ
け
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、

港
区
で
「
カ
フ
ェ

レ
ス
ト　

ベ
ル
」

の
経
営
し
な
が
ら

地
元
商
店
街
活
性

化
に
奔
走
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

齊
藤
さ
ん
は
、
若
手
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
「
Ｚ

Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
」
と
い
う
輸
入
バ
ッ
グ
の

日
本
総
輸
入
代
理
店
を
経
営
し
て
い

ま
す
。

吉
田
稔（
大　

）
１５

陵水会名古屋支部 
ホームページ情報コーナー 

http://nagoya.ryosui.jp
名古屋支部ホームページ 

http://hikone.ryosui.jp
『彦根だより』 
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【
編
集
後
記
】

〔
原
稿
募
集
及
び
ご
意
見
を
！
〕

皆
様
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
テ
ー
マ
自
由

編
集
担
当　

吉
田　

稔
（
大　

）
１５

�
�
０
５
２
‐
７
５
１
‐
２
０
１
０

E
‐ mail

m

‐ yoshida52@
yahoo.co.jp
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目標比実績（千円）支 部
８１.８％７,３５５東 京 支 部
２２.５％２,１２０名古屋支部
１７３.５％４,１６５岐 阜 支 部
２１.３％１,２８０彦 根 支 部
２２.３％１,３４０大 津 支 部
１４.４％１,０６５京 都 支 部
２０.６％２,０２３大 阪 支 部
３２.９％１,７７８兵 庫 支 部
３２.７％４,７８０そ の 他
３７.０％２５,９０６合 計


